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ヤー（印刷物 2,000 部・開催案内メールに PDF デ
ータ添付）（図１）を用いて聴衆を募集し，講師
（４名）及び運営関係者含む約 90 名で実施した． 
⑴ 実施日時
日時 2020 年 2月 10 日（月）16：30〜19：00 
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公開中の Web サイトを用いて解説された．  
図 10．清田純一郎氏（左）・矢野奨氏（右） 
 次に，全体ディスカッションでは下記３つの問
いを用意した．①「それぞれの事例では『まちの
当事者』をどのように捉えることができます
か？」，②「それぞれの事例では『共感・協育』を
どのように捉えることができますか？」，③「（現
在、共有された仕組みのない中での）手稲エリア
の価値創造についてどのように考えますか？」．ま
た，会場からの質疑応答は質問用紙にて２件抽出
して紹介した．④『メディア型ホテルやまちやど
をやれると判断するポイントは何ですか？どこの
町でもやれるのでしょうか？』，⑤『現代に，歴史
的で伝統的なものに着目して行動し続けるモチベ
ーションは何ですか？』． 
 活発な議論の中で後半には，どのまちにおいて
も価値創造はし得るが，その場所にある本質や何
のために行うのかという根本が共有でき，リスク
を負うことのできる人と一緒に進めていくことが
大切ではないかというまとめがあった．  
７．まとめ 
 おわりに，本学研究推進・地域連携センター長
の谷口教授より閉会挨拶があり（図２），150 分間
のフォーラムが終了した．当フォーラムでは滞在
型観光の視点に着目した．このことは，観光・宿
泊業向けの発想に留まらず，身近なまちの，あり
ふれた日常にある潜在的価値を基盤に行う「まち
づくり」に対しても，多くの気付きをもたらすも
のである．当フォーラムの全体は，今後記録集と
してデザイン編集し情報公開する予定である．現
時点，各種コンテンツを調整中であることを現状
報告とて結びとしたい．
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